
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    保健だより №６ 
令和５年９月１３日（水） 宮城県第二工業高等学校 保健室     

 

 

 

カウンセリングのお知らせ   

体調不良は「体の不調」だけではなく、ストレスや不安を感じている「心の不調」の場合もあります。不安なこと、 

心配なことが続いている時・・カウンセラーの先生とお話ししてみませんか？ 予約は担任の先生または保健室まで。 

カウンセラー来校日 ９月２５日（月）・１０月２３日（月）・１１月２７日（月）・１２月１８日（月） 

 

 

          

 

 

９月に入り、学校周辺ではコオロギの声が聞こえてきます。今年はまだ 

暑い日もありますが、夜には秋の気配を感じます。 

季節の変わり目は、体調を崩しやすくなります。規則正しい生活を心がけ、

元気に過ごしていきましょう。 

  

 ※発熱など、普段と異なる症状がある場合は、無理をしないように 

しましょう。症状がよくなるまで自宅で様子をみてください。症状が 

ひどくなったり、長引くときは、病院でみてもらいましょう。 

《令和５年５月７日付：宮城県HP（新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う変更点ついて）より抜粋》 



 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

救命処置について勉強しよう 
事故や病気で心臓が止まってしまった人がいたとき、その場に

居合わせた人が心肺蘇生（胸骨圧迫と AED）を行うことで、 

命を救える確率が大きく上がります。もしもの時に勇気を持って

行動できるように救命処置の方法を覚えておきましょう。 

救急車の到着まで約１０分 
１１９番通報をしてから救急車が到着するまでは９．４分。（全国

平均）心停止では、１分ごとに救命率が１０％低下すると言われ

ています。また、脳は酸素がなくなって３～４分で死に至ります。

救急車を待っていては手遅れになることがあるのです。 

 

※1 

※2 

※1:総務省報道資料「令和４年版救急・救助の現状」 

※2:厚生労働省 HP「CPR/心肺蘇生法」 

 

 

胸骨圧迫で救える命 約２倍 

AEDで救える命 約６倍 
何もせずに救急車を待つ場合と比べて、胸骨圧迫を行うと約２

倍、AEDを使用すると約６倍もの命を救うことができます。 

胸骨圧迫と AED で、心停止を起こした人の約半数を救えると

も言われています。 

※3 

※3 
※3:日本 AED財団 HP 

★宮二工のAEDは、職員室前・体育館に設置しています。 


